
 

- 1 - 

患者向医薬品ガイド 
2026 年 4月作成 

 

イドビンソ配合錠 
 

【この薬は？】 

販売名 
イドビンソ配合錠 

IDVYNSO Combination Tablets 

一般名 

ドラビリン 

Doravirine 

イスラトラビル水和物 

Islatravir Hydrate 

含有量 

（１錠中） 

ドラビリンとして 100mg 

イスラトラビルとして 0.25mg 

 
 

患者向医薬品ガイドについて 
 

患者向医薬品ガイドは、患者の皆様や家族の方などに、医療用医薬品の正しい理

解と、重大な副作用の早期発見などに役立てていただくために作成したものです。 

したがって、この医薬品を使用するときに特に知っていただきたいことを、医療

関係者向けに作成されている添付文書を基に、わかりやすく記載しています。 

医薬品の使用による重大な副作用と考えられる場合には、ただちに医師または薬剤

師に相談してください。 

ご不明な点などありましたら、末尾に記載の「お問い合わせ先」にお尋ねくださ

い。 

さらに詳しい情報として、PMDA ホームページ「医薬品に関する情報」

https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html に添付文書情

報が掲載されています。 
 

 

【この薬の効果は？】 
 この薬は、非ヌクレオシド系逆転写酵素阻害剤とヌクレオシド系逆転写酵素ト

ランスロケーション阻害剤と呼ばれる抗ウイルス剤を含んだ薬です。 

 この薬は、ＨＩＶ－１（ヒト免疫不全ウイルス１型）の逆転写酵素を阻害して、

ウイルスの増殖をおさえます。 

 次の病気の人に処方されます。 

ＨＩＶ－１感染症 

 この薬は、これまでの治療でウイルスを十分に抑えられ、切り替える前の少な

くとも３ヵ月間、血液中のウイルス量が十分に少ない状態（ＨＩＶ-１ ＲＮＡ

量が５０copies/mL 未満）が続き、ドラビリン又はイスラトラビルが効かない
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ウイルスが検出されておらず、医師がこの薬への切り替えが適切であると判断

した人に使用されます。 

 この薬は、体調がよくなったと自己判断して使用を中止すると病気が悪化する

ことがあります。指示どおりに飲み続けることが重要です。 

 

【この薬を使う前に、確認すべきことは？】 
○次の人は、この薬を使用することはできません。 

・次の薬や食品を使用している人 

 カルバマゼピン、フェノバルビタール、フェニトイン、ホスフェニトイン、エ

ンザルタミド、アパルタミド、リファンピシン、ミトタン、セイヨウオトギリ

ソウ（St. John’s Wort：セント・ジョーンズ・ワート）含有食品、ラミブジ

ン、エムトリシタビン 

・過去にイドビンソ配合錠に含まれる成分で過敏症のあった人 

○次の人は、特に注意が必要です。使い始める前に医師または薬剤師に告げてくだ

さい。 

・腎臓に重度の障害がある人、または末期腎不全の人 

・肝臓に重度の障害がある人 

・妊婦または妊娠している可能性のある人 

・授乳中の人 

○この薬には併用してはいけない薬や食品［カルバマゼピン（テグレトール）、フェ

ノバルビタール（フェノバール）、フェニトイン（アレビアチン）、ホスフェニト

イン（ホストイン）、エンザルタミド（イクスタンジ）、アパルタミド（アーリー

ダ）、リファンピシン（リファジン）、ミトタン（オペプリム）、セイヨウオトギリ

ソウ（St. John's Wort、セント・ジョーンズ・ワート）含有食品、ラミブジン

（エピビル）、エムトリシタビン（デシコビ）］、併用を注意すべき薬があります。

他の薬を使用している場合や、新たに使用する場合は、必ず医師または薬剤師に

相談してください。 

○この薬を使用する前に薬剤耐性検査（薬が効くかどうかの検査）を行うことがあ

ります。 

 

【この薬の使い方は？】 
●使用量および回数 

飲む量は、あなたの症状などにあわせて、医師が決めます。 

通常、成人は、食事の有無にかかわらずできるだけ同じ時刻に１日１回１錠を飲

みます。 

リファブチンを併用する場合は、この薬を服用後約１２時間の間隔をあけてド

ラビリン単剤 100mg（ピフェルトロ錠 100mg）１錠を服用します。 

●どのように飲むか？ 

コップ１杯程度の水またはぬるま湯で飲んでください。 

●飲み忘れた場合の対応 

決して２回分を一度に飲まないでください。予定時刻から１２時間以内であれ

ば、気がついた時に１回分を飲んでください。ただし、予定時刻から１２時間を

超えた場合は、１回とばして、次の予定時刻に１回分飲んでください。 
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●多く使用した時（過量使用時）の対応 

異常を感じたら、医師または薬剤師に相談してください。 

 

【この薬の使用中に気をつけなければならないことは？】 
 この薬は、患者さんやそれに代わる適切な人が以下の点について十分に理解

できるまで説明を受け、同意してから使用が開始されます。 

 この薬は、ＨＩＶ感染症を根本的に治すものではありません。この薬を飲

んでいても、病気が進行する可能性がありますので、この薬を飲んでいる

間の身体状況の変化はすべて医師に報告してください。 

 この薬を長く飲んだ場合の影響については、わかっていません。 

 医師の処方どおりに毎日飲んでください。医師に相談しないでこの薬の量

を変更したり、やめたりしないでください。 

 他の薬を飲んでいるときには、そのことを医師に告げてください。また、

新たに他の薬を使い始める場合はあらかじめ医師に相談してください。 

 妊婦または妊娠している可能性のある人は医師に相談してください。 

 授乳を避けてください。 

 他の医師を受診する場合や、薬局などで他の薬を購入する場合は、必ずこの

薬を飲んでいることを医師または薬剤師に伝えてください。 

 

【この薬の形は？】 

形状 

楕円形のフィルムコーティング錠 

 

直径 長径：17.8mm、短径：9.0mm 

厚さ 6.3mm 

色 ピンク色 

識別コード 772 

 

【この薬に含まれているのは？】 

有効成分 
ドラビリン 

イスラトラビル水和物 

添加剤 

ヒプロメロース酢酸エステルコハク酸エステル、乳糖

水和物、結晶セルロース、クロスカルメロースナトリ

ウム、軽質無水ケイ酸、ステアリン酸マグネシウム、

ヒプロメロース、沈降炭酸カルシウム、トリアセチン、

三二酸化鉄、黒酸化鉄、カルナウバロウ 

 

【その他】 
●この薬の保管方法は？ 

・直射日光と湿気を避けて室温（１～３０℃）で保管してください。 

・湿気を避けるため、瓶のまま密栓して保管し、常に乾燥剤を入れておいてくだ
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さい。 

・子供の手の届かないところに保管してください。 

●薬が残ってしまったら？ 

・絶対に他の人に渡してはいけません。 

・余った場合は、処分の方法について薬局や医療機関に相談してください。 

 

【この薬についてのお問い合わせ先は？】 
・症状、使用方法、副作用などのより詳しい質問がある場合は、主治医や薬剤師

にお尋ねください。 

・一般的な事項に関する質問は下記へお問い合わせください。 

製造販売会社：ＭＳＤ株式会社（https://www.msd.co.jp） 

ＭＳＤカスタマーサポートセンター 

フリーダイヤル：0120-024-964 

受付時間：9:00～17:30 

（土日祝日・製造販売会社休日を除く） 

https://www.msd.co.jp

